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平
成
十
八
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
竹
島
問
題
を
巡
る
日
韓
合
意
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
受
領

答

弁
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
竹
島
問
題
を
巡
る
日
韓
合
意
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

平
成
八
年
三
月
二
日
に
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
た
日
韓
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
橋
本
�
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
は
、

金
泳
三
大
韓
民
国
大
統
領
（
当
時
）
に
対
し
、
「
日
韓
両
国
が
国
連
海
洋
法
条
約
の
批
准
に
伴
っ
て
と
る
措
置
が
、
竹
島
に

関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
連
海
洋
法
条

約
批
准
の
問
題
が
日
韓
関
係
に
否
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
回
避
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
両
国
間
で
排
他
的
経
済
水
域
の

境
界
画
定
に
つ
き
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
」
旨
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
金
大
統
領
は
、
「
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
設
定
問
題
は

こ
れ
が
領
土
問
題
と
は
関
係
な
い
と
い
う
前
提
の
下
で
、
両
国
外
交
当
局
間
で
協
議
し
て
い
く
の
が
よ
い
と
思
う
。
」
旨
述

べ
た
。
こ
の
日
韓
両
首
脳
の
共
通
認
識
は
、
当
時
か
ら
対
外
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
現
在
で
も
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。


